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（“Situation Report on International Migration in East and South-East Asia”） 
を読む 
 
2008 年 10 月国際移住機関東南アジア地域事務所(International Organization for Migration, 
Regional Office for Southeast Asia)から標記の報告書がリリースされた。本稿ではこの報告書
の主要な記述を紹介したい。 
当該報告書は IOM に加え複数の国連・国際機関からのメンバーから課題テーマ毎に構成される
グループのひとつである Regional Thematic Working Group on International Migration 
including Human Trafficking によって作成された、東アジアおよび東南アジア 16 カ国の越境す
る人々の移住にかんする報告書である。国際的な人口移動・移住が、国・地域そして世界の経済
および社会発展のプロセスが相互に深く関連していることは、世界の耳目を集めるところであり、
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には、本地域 16 カ国のうち半数が署名なり何らかの参加をしている。難民条約にかんしては 6カ
国が加盟するだけである。第二段階にあるタイは人身取引にかんする議定書に署名するに止まっ















まだ強いと予想されている。タイでは 2011 年までに通算で約 474,000 人、マレーシアでは 147,000



























                                                  
i ESCAP, IOM, ILO, Joint UN Programmes on HIV/AIDS, Office for the Coordination of 
Humanitarian Affairs, OHCHR, UNICEF, UNDFW,UNDP, UNESCO, UNHCR, UNIAP(UN 
Inter-Agency Project to Combat Trafficking in Women and Children in the Mekong Sob-Region), 
UNODC, UNPF, World Bank, WHO 
ii 網羅されている国はアルファベット順に、ブルネイ、カンボジア、中国、北朝鮮、インド
ネシア、日本、ラオス、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、フィリピン、韓国、シンガポ
ール、タイ、東チモールおよびベトナムである。 
